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菅
原
道
真
の
白
色
好
尚
と
日
本
的
美
意
識

―
白
い
花
を
詠
む
詩
を
通
し
て
―

一　
問
題
提
起

日
本
に
お
い
て
、
古
く

『
万
葉
集
』
の
時
代
か
ら
白
色
を
優
位
に
考

え
、
歌
に
お
い
て
自
色
の
も
の
を
讃
美
す
る
美
意
識
が
存
在
し
て
お
り
、

そ
し
て

『古
今
集
』
の
時
代
に
な
る
と
、
「自
」
は
、
和
歌
の
見
立
て

に
お
け
る
も

っ
と
も
大
き
な
比
重
を
占
め
る
要
素
と
な
る
。
比
喩
す
る

も
の
と
比
喩
さ
れ
る
も
の
を
問
わ
ず
、
白
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
各
素
材

は
互
換
的
に
使
わ
れ
る

「白
色
の
連
環
」
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
次
の
、

い
づ
れ
を
か
花
と
は
わ
か
む
長
月
の
有
明
の
月
に
ま
が
ふ
自
菊

翁
貫
之
集
』

一
〇
二

。
九
月
）

月
夜

に
梅
花
を
を
り
て
と
人

の
い
ひ
け
れ
ば
、
を
る
と
て
よ

め
る
。

月
夜
に
は
そ
れ
と
も
見
え
ず
梅
花
か
を
た
づ
ね
て
ぞ
じ
る
べ
か
り

け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『古
今
集
』
春
上

。
四
〇

・
窮
恒
）

梅
の
花
に
雪
の
降
れ
る
を
よ
め
る

花
の
色
は
雪
に
ま
じ
り
て
見
え
ず
と
も
香
を
だ
に
に
ほ
へ
人
の
知

古
同
　
丘
（
　
丘
（

る
べ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『同
』
冬

。
三
二
五
・
小
野
笙
）

な
ど
の
歌
に
お
い
て
、
自
菊
と
自
梅
と
い
う
花
の
種
類
の
違
い
、
或
い

は
月
と
雪
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
糸
賀
き
み
江
氏
が
指
摘
し
て
い
る

よ
う
に
、
「花
が
如
何
な
る
種
類
で
あ
ろ
う
と
あ
ま
り
問
題
で
は
な
く

そ
れ
よ
り
、
自
い
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
の
も
の
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
…
月
と
花
に
共
通
す
る
の
は
、
雪
と
花
が
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う

に
、
自
の
イ
メ
ー
ジ
で
ぁ
ろ
う
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

筆
者
は
以
前
、
以
上
の

『
古
今
集
』
時
代
の
和
歌
に
見
ら
れ
る
白
い

イ
メ
ー
ジ
の
関
連
性
と
同
じ
現
象
は
、
菅
原
道
真
の
詩
に
も
存
在
し
て

い
る
と
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

月
夜
見
二
梅
花
一千
レ
時
年
十

一
、
厳
君
令
二
田
進
士
一試
レ
之
、

予
始
言
レ
詩
、
故
載
二
篇
首
一
　

　

（『菅
家
文
草
』
巻

一
。
一
）

月
耀
如
晴
雪
　
　
月
の
耀
き
　
晴
れ
た
る
雪
の
如
し

梅
花
似
照
星
　
　
梅
の
花
　
照
れ
る
星
に
似
た
り

可
憐
金
鏡
韓
　
　
憐
れ
む
可
し
　
金
鏡
韓
じ

庭
上
玉
房
馨
　
　
庭
上
玉
房
馨
る
を

右
の
詩
で
は
、
「月
↓
雪
」
「梅
↓
星

・
玉
」
と
、
複
数
の
比
喩
が
用
い



ら
れ
て
い
る
が
、
コ
己

。
「
玉
」
は
白
い
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
そ
し
て

梅
花
を

「
星
」
に
喩
え
る
の
も
、
従
来
考
え
ら
れ
た
中
国
六
朝
の

「菊

賦
」
に
あ
る

「黄
蕊
星
羅
」
と
い
う
菊
を
星
に
喩
え
る
表
現
か
ら
転
用

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
道
真
の

「寄
二白
菊

一四

十
韻
」
「
菅
家
文
草
』
巻
四
。
一
一六
九
）
に
あ
る

「地
疑
星
隕
宋
、
庭
似

雪
封
蓑
」
と
同
様
に
、
自
菊
と
月
光
に
照
ら
さ
れ
る
自
梅
と
が
と
も
に

自
く
明
る
く
、
輝
く
星
の
よ
う
だ
と
い
う

「
白
」
の
共
通
性
か
ら
、
自

然
に
発
想
が
及
ん
だ
比
喩
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。　
一
首
は
、
天
地

間
渾
然

一
体
の
明
る
く
て
白
い
イ
メ
ー
ジ
を
表
し
て
お
り
、
冒
頭
に
挙

げ
た
和
歌
と
発
想
が
同
じ
で
あ
る
。

道
真
の
詩
に
は
、
右
に
挙
げ
た
例
の
ほ
か
に
、
比
喩
の
モ
チ
ー
フ
と

し
て
、
白
い
も
の
が
実
に
多
く
見
ら
れ
る
。
道
真
の
詩
に
お
け
る
白
い

モ
チ
ー
フ
の
多
用
は
、
『
万
葉
集
』
。
『
古
今
集
』
と
同
様
、
日
本
に
お

け
る
自
色
好
尚
の
美
意
識
の

一
脈
と
し
て
捉
え
て
差
し
支
え
が
な
い
で

あ
ろ
う
。

道
真
の
自
色
好
尚
は
、
ま
た
、
白
い
花
を
愛
好
す
る
事
実
に
よ
っ
て

表
れ
る
。
か

つ
て
幸
田
露
伴
が

「公
実
に
梅
を
愛
す
、
又
実
に
菊
を
愛

け
。
…
而
し
て
公
の
愛
の
特
に
自
菊
花
に
注
げ
る
、
こ
れ
亦
知
る
べ

し
。
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
道
真
は
、
自
菊
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
こ
と

が
分
か
る
。
道
真
は
、
菊
だ
け
で
は
な
く
、
梅
、
そ
し
て
牡
丹
に
関
し

て
も
、
自
色
を
よ
り
好
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
特
に
唐
詩
と
比
べ
れ
ば
、

道
真
の
白
い
花
に
対
す
る
愛
好
が

一
層
顕
著
に
な
る
。
本
稿
は
、
道
真

の
白
い
花
を
詠
ん
だ
詩
に
現
れ
る
自
色
好
尚
の
志
向
を
明
ら
か
に
し
、

同
時
に
中
国
詩
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
真
の
詩
に
お
け

る
白
色
好
尚
の
志
向
は
日
本
的
美
意
識
の
具
現
で
あ
る
こ
と
を
解
明
し

た
い
。

一
一　
白
梅
と
白
牡
丹

道
真
の
詩
に
は
、
梅
の
花
を
詠
む
も
の
が
少
な
く
な
い
が
、
中
に
は
、

表
現
か
ら
そ
れ
が
自
梅
を
詠
ん
で
い
る
と
分
か
る
も
の
が
い
く

つ
か
あ

る
。
ま
ず
、
先
に
も
挙
げ
た
道
真
が
初
め
て
詠
ん
だ

「
月
夜
見
梅
花
」

の
詩
は
そ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
次
の
詩
句
で
は
、

翫
二
梅
華
一各
分
■

字
・　
探
得
勝
字翁
菅
家
文
草
』
巻

一
・
一
一
）

梅
樹
花
開
剪
白
給
　
　
梅
樹
花
開
き
て
　
自
給
を
剪
る

春
情
勾
引
得
相
働
　
　
春
情
に
勾
引
せ
ら
れ
　
相
ひ
昴
る
を
得
た

り

梅
が

「自
給

（し
りヽ
ぎ
ぬ
と

の
切
れ
の
よ
う
だ
と
比
喩
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
詩
も
自
梅
を
詠
ん
だ
も
の
と
分
か
る
。

そ
し
て
、
梅
を
詠
む
次
の
、

早
春
侍
二
宴
仁
壽
殿
一同
賦
三
春
雪
映
二
早
梅
・應
レ
製

翁
菅
家
文
草
』
巻

一
・
六
六
）

雪
片
花
顔
時

一
般
　
　
雪
片
花
顔
　
時
に

一
般
な
り

上
番
梅
援
待
追
歎
　
　
上
番
梅
援
　
追
歎
を
待

つ

氷
統
寸
裁
軽
粧
混
　
　
氷
統
寸
に
哉
り
て
　
軽
粧
混
は
り

玉
屑
添
末
軟
色
寛
　
　
玉
屑
添

へ
末
た
り
て
　
軟
色
寛
な
り



鶏
舌
綾
因
風
力
散
　
　
鶏
舌
　
縄
か
に
風
力
に
因
り
て
散
る
も

鶴
毛
獨
向
夕
陽
寒
　
　
鶴
毛
　
獨
り
夕
陽
の
寒
き
に
向
か
ふ

明
王
若
可
分
真
偏
　
　
明
王
若
し
真
僑
を
分
か
つ
べ
く
ん
ば

願
使
宮
人
子
細
看
　
　
願
は
く
は
　
宮
人
を
し
て
子
細
に
看
せ
し

め
よ

早
春
陪
二
右
丞
相
東
齋
一同
賦
二東
風
粧
，
梅
各
分
三

字
一　
探

得
迎
字
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『菅
家
文
草
』
巻

一
・
六
七
）

裂
素
誰
容
勢
少
女
　
　
素
を
裂
き
て
　
誰
か
少
女
を
努
め
じ
む
る

を
容
さ
ん

占
巣
莫
怪
妬
初
鶯
　
　
巣
を
占
め
て
　
初
鴬
を
妬
む
を
怪
じ
む
こ

と
莫
か
れ

な
ど
の
詩
に
あ
る

「氷
統
寸
哉
」
や

「裂
素
」
も
、
先
の

「剪
白
給
」

と
同
じ
く

「
し
ら
ぎ
ぬ
の
切
れ
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
の
二
首
も

自
梅
を
詠
ん
だ
詩
だ
と
分
か
る
。　
一
首
目
は
、
仁
寿
颯
の
梅
を
詠

っ
て

い
る
が
、
「鶴
毛
」
は
こ
こ
で
は
自
梅
の
比
喩
で
あ
り
、
そ
し
て
尾
聯

で
雪
と
紛
ら
わ
し
い
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
こ
の
梅
は

自
梅
だ
と
分
か
る
。

特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
次
の
詩
で
あ
る
。

早
春
侍
レ宴
同
賦
二
殿
前
梅
花
・應
レ
製
翁
菅
家
文
草
』
巻
六

・
四
四
〇
）

非
紅
非
紫
綻
春
光
　
　
紅
に
非
ず
紫
に
非
ず
　
春
光
に
綻
ぶ

天
素
徒
末
奉
玉
皇
　
　
天
素
は
徒
末
　
玉
皇
に
奉
る

こ
れ
も
ま
た
先
の

「早
春
侍
宴
仁
壽
殿
同
賦
春
雪
映
早
梅
應
製
」
（六

工○

と
同
じ
よ
う
に
、
殿
前
の
梅
花
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
「
紅
で
も

紫
で
も
な
い
、
白
い
梅
の
花
こ
そ
、
常
に

「
玉
皇
」
の
側
に
仕
え
る
も

の
だ
」
と
詠

っ
て
い
る
。
「
玉
皇
」
が
天
皇
を
指
し
て
い
る
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
波
戸
岡
旭
氏
は
、
「
梅
の
花
は
内
宴
の
花
と
し
て
、
天

子
に
寵
愛
さ
れ
、
天
子
と
共
に
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
且

つ
そ
れ
は

栄
達
の
彼
自
身
を
意
味
す
る
花
と
し
て
詠
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

っ

た
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
右
の
詩
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
が
特
に
自
梅

に
つ
い
て
言
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「非
紅
非
紫
」
と
い
う
表
現
は
、
白
居
易
の
、

白
牡
丹
　
和
二
錢
學
士
作
・　
　

　

（『白
氏
文
集
』
○
〇
三
こ

城
中
看
花
客
　
　
城
中
花
を
看
る
客

旦
暮
走
螢
管
　
　
旦
暮
走
る
こ
と
螢
管
た
り

素
華
人
不
顧
　
　
素
華
　
人
顧
み
ざ
る
も

亦
占
牡
丹
名
　
　
亦
牡
丹
の
名
を
占
む

閉
在
深
寺
中
　
　
深
寺
の
中
に
閉
ざ
さ
れ

車
馬
無
末
啓
　
　
車
馬
末
た
る
書
無
し

唯
有
錢
學
士
　
　
唯
だ
錢
學
士
の
み
有
り
て

蓋
日
遠
叢
行
　
　
蓋
日
叢
を
達
り
て
行
く

怜
此
皓
然
質
　
　
怜
れ
む
此
の
皓
然
の
質

無
人
自
芳
馨
　
　
人
無
く
し
て
自
ら
芳
馨
す

衆
嫌
我
獨
賞
　
　
衆
嫌

へ
ど
我
獨
り
賞
し

移
植
在
中
庭
　
　
移
り
植
え
て
中
庭
に
在
り

―- 26 -―



豊
惟
花
獨
爾
　
　
虫豆
惟
だ
花
獨
り
爾
ら
ん
や

理
興
人
事
井
　
　
理
は
人
事
と
井
ぶ

君
看
入
時
者
　
　
君
看
よ
　
時
に
入
る
者

紫
艶
興
紅
英
　
　
紫
艶
と
紅
英
と

と
い
う
詩
の
結
句
を
借
用
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
花
の
種
類
が
異

な
る
と
は
言
え
、
道
真
は
自
居
易
の
自
牡
丹
詩
の

「紅

・
紫
」
を
意
図

的
に
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
両
者
の
内
容
が
違
う
。
白

居
易
の
詩
は
、
世
間
で
は
紫
や
紅
の
牡
丹
を
珍
重
と
し
、
自
牡
丹
が
顧

み
ら
れ
な
い
こ
と
を
批
判
す
る
諷
喩
詩
で
あ
る
が
、
最
後
に

「花
だ
け

で
な
く
、
世
間
の
理
屈
は
人
事
も
同
じ
だ
。
今
の
世
中
で
恵
ま
れ
て
い

る
の
は
、
や
は
り
紫
と
紅
だ
」
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
道

真
の
詩
で
は
、
「紫
や
紅
で
は
な
い
自
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
天
皇
の
側

に
仕
え
る
栄
光
が
得
ら
れ
た
の
だ
」
と
詠
み
、
正
面
か
ら
白
梅
の
高
貴

さ
を
讃
美
し
て
い
る
。

唐
詩
に
自
梅
を
詠
む
詩
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
、
道
真
は
わ
ざ
わ
ざ
自
居
易
の
自
牡
丹
詩
の
表
現
を
用
い
て
い
る
。

そ
の
意
図
は
何
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
少
し
視
点
を
変
え
て
、
唐
の
牡
丹

愛
好
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

先
の
自
居
易
の
詩
に

「素
華
人
不
顧
」
と
あ

っ
た
よ
う
に
、
当
時

一

般
的
に
は
、
自
い
牡
丹
が
好
ま
れ
ず
、
詩
中
の

「錢
學
士
」
の
よ
う
に

自
牡
丹
を
愛
好
す
る
の
は
、
少
数
派
で
あ
る
。
白
居
易
の
詩
だ
け
で
な

く
、
次
に
挙
げ
る
詩
か
ら
も
同
じ
認
識
が
窺
え
る
。

自
牡
丹
　
表
士
湾

（又
作
表
済
或
慮
綸
詩
）

長
安
年
少
惜
春
残

争
認
慈
恩
紫
牡
丹

別
有
玉
盤
承
露
冷

無
人
起
就
月
中
看

牡
丹

（
一
作
成
婚
）

牡
丹

一
架
値
千
金

将
謂
徒
末
色
最
深

今
日
満
欄
開
似
雪

翁
全
唐
詩
』
巻

一
二
四
）

長
安
の
年
少
　
春
の
残
れ
る
を
惜
し
み

争
ひ
て
認
む
　
慈
恩
の
紫
牡
丹
を

別
に
玉
盤
露
を
承
け
て
冷
た
き
有
る
も

人
の
起
き
て
月
中
に
就
き
て
看
る
無
し

張
又
新
　
　
　
　
（『全
唐
詩
』
巻
四
七
九
）

牡
丹

一
柔
　
千
金
に
値
す

特
ち
て
従
来
色
の
最
も
深
き
を
謂
ふ

今
日
欄
に
満
ち
て
開
き
た
る
は
雪
に
似
た

り

一
生
事
負
看
花
心
　
　
一
生
　
花
を
看
る
心
に
事
負
す

一
首
目
は
、
自
居
易
の
詩
と
同
じ
趣
旨
が
見
ら
れ
、
世
間
の
人
は
争

っ

て
紫
牡
丹
を
見
に
行
く
の
で
あ
り
、
月
夜
に
咲
く
自
牡
丹
を
見
る
人
が

い
な
い
と
詠
ん
で
い
る
。
二
首
目
は
、
署
同
い
値
を
出
し
た
の
は
、
そ

の
牡
丹
は
色
が
深
い
と
信
じ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
い
ざ
咲
い
た
ら

真

っ
自
の
も
の
だ

っ
た
。
花
を
愛
す
る
気
持
は
裏
切
ら
れ
た
」
と
詠
ん

で
い
る
。
牡
丹
は
、
色
が
深
い
ほ
ど
価
値
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
白

居
易
の

「秦
中
吟

。
買
花
」
「
白
氏
文
集
』
○
〇
八
四
）
に
あ
る
次
の
詩

句
も
同
じ
認
識
を
詠
ん
で
い
る
。

一
叢
深
色
花
　
　
一
叢
深
色
の
花

十
戸
中
人
賦
　
　
十
戸
中
人
の
賦
な
り

以
上
の
詩
に
詠
ま
れ
た
よ
う
に
、
唐
で
は
、
白
い
牡
丹
は
赤
や
紫
の

牡
丹
に
比
べ
て
あ
ま
り
好
ま
れ
な
い
と
い
う
風
潮
が
確
か
に
存
在
し
て



い
た
。
自
居
易
も
、
「
白
牡
丹
」
に
お
い
て
世
相
に
対
す
る
反
感
を
示

し
た
も
の
の
、
実
際
は
紅
牡
丹
を
詠
ん
だ
詩
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
く
、

「白
牡
丹
」
を
詠
ん
だ
の
は
、
先
の
楽
府
と
次
の

一
首
、
合
わ
せ
て
二

首
の
み
で
あ
る
。

白
牡
丹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『白
氏
文
集
』
〇
八
四
八
）

自
花
冷
漕
無
人
愛
　
　
白
花
冷
潜
に
し
て
　
人
の
愛
す
る
無
し

亦
占
芳
名
道
牡
丹
　
　
亦
芳
名
を
占
め
て
　
牡
丹
と
道
ふ

應
似
東
宮
自
贅
善
　
　
應
に
似
る
べ
し
　
東
宮
の
白
賃
善

被
人
還
喚
作
朝
官
　
　
人
に
還
た
朝
官
と
喚
作
さ
る
る
に

し
か
も
、
右
の

一
首
は
、
白
牡
丹
を
讃
美
す
る
も
の
で
は
な
く
、
牡
丹

の

「
白
」
と
姓
の

「白
」
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
朝
廷
に
冷
遇
さ
れ
た
身

の
上
を
、
誰
に
も
愛
さ
れ
な
い
白
牡
丹
に
比
喩
し
て
い
る
。
そ
こ
に
あ

る
の
は
自
憐
と
自
嘲
と
い
う
屈
折
し
た
心
理
で
あ
り
、
自
牡
丹
に
対
す

る
愛
情
が
見
え
な
い
。
さ
ら
に
、
楽
府

「牡
丹
芳
」
（
白
氏
文
集
』
○

一
五
一
し

で
は
、

牡
丹
芳
　
牡
丹
芳
　
　
牡
丹
芳
し
　
牡
丹
芳
し

黄
金
薬
綻
紅
玉
房
　
　
黄
金
の
薬
綻
ぶ
　
紅
玉
の
房

向
背
萬
態
随
低
昂
　
　
向
背
の
萬
態
　
低
昂
に
随
ふ

「仙
人
の
玉
樹
と
い
っ
て
も
自
く
て
色
が
な
い
」
と
、
白
色
の
あ
じ
け

な
い
こ
と
を
言
い
、
そ
し
て

「
紅
玉
」
。
「
紫
艶
」
。
「紅
光
」
。
「紅
紫
」

と
、
紅
や
紫
の
牡
丹

へ
の
賛
辞
を
た
く
さ
ん
列
ね
て
い
る
。
こ
の
詩
は

題
注
に

「美
天
子
憂
農
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
世
間
の
牡
丹
溺
愛
を
諷

喩
す
る
詩
で
あ
る
が
、
同
時
に
紅
牡
丹
の
魅
力
も
存
分
に
伝
え
て
い
る
。

白
居
易
自
身
も
紅
や
紫
の
牡
丹
が
嫌
い
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
。

以
上
唐
の
牡
丹
愛
好
の
傾
向
を
概
観
し
た
。
で
は
、
な
ぜ
唐
で
は
紅

と
紫
を
好
ん
で
、
自
を
嫌
う
の
か
。
李
樹
桐
氏
は
、
『
唐
會
要
』
「章
服

］
ｍ
」
の
、
貞
観
四
年
八
月
十
四
日
詔
日
、
…
於
レ
是
三
品
以
上
服
レ
紫
、
四
品

五
品
以
上
服
レ
緋
、
六
品
七
品
以
レ
緑
、
八
品
九
品
以
窒
目
。
（巻
三
十

こ

と
い
う
記
録
を
引
用
し
、
「
当
時
紫
や
緋

（赤

・
朱

・
紅
）
な
ど
が
高
級

官
僚
の
服
色
と
し
て
好
ま
れ
、
紫
牡
丹
や
紅
牡
丹
は
、
富
貴
の
象
徴
と

し
て
愛
好
さ
れ
た
。
…
白
い
服
は
平
民
が
着
る
も
の
で
あ
る
。
平
民
は

皆
紫
や
赤
の
官
服
に
憧
れ
る
の
で
、
白
牡
丹
よ
り
も
紫
と
紅
の
牡
丹
を

好
ん
だ
の
で
あ
る
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
李
氏
の
説
は
首
肯
で
き
る
。

先
の
自
居
易

「
白
牡
丹
」
（○
〇
三
こ

詩
に
あ
る

「豊
惟
花
獨
爾
、
理

興
人
事
井
」
の
、
「人
事
」
が
指
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
服
色
の
差
異

に
よ
る
階
級
差
別
意
識
も
含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
日
本
で
は
、
買
”
集
解
』
「喪
服
令
」
に
、

我
朝
以
二
自
色
一篤
Ｌ
貝
色
ヽ
天
皇
服
也
。
　
　
　
　
　
　
（巻
四
〇
）

仙
人
瑛
樹
白
無
色

王
母
桃
花
小
不
香

宿
露
軽
盈
汎
紫
艶

朝
陽
照
燿
生
紅
光

紅
紫
二
色
間
深
浅

仙
人
の
瑛
樹
　
白
く
し
て
色
無
し

王
母
の
桃
花
　
小
く
し
て
香
ば
し
か
ら
ず

宿
露
軽
盈
と
し
て
　
紫
艶
を
汎
べ

朝
陽
照
耀
し
て
　
紅
光
生
ず

紅
紫
の
二
色
　
深
浅
間
は
り



と
い
う
颯
述
が
あ
る
よ
う
に
、
当
時

「白
」
は

一
番
高
貴
の
服
色
と
さ

れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
中
に
お
い
て
、
白
色
に
対
す
る
認
識
は
正
反
対
で

あ

っ
た
。
道
真
は
、
唐
の
実
情
を
熟
知
し
た
上
で
、
殿
前
の
白
梅
に
因

ん
で
、
「非
紅
非
紫
綻
春
光
、
天
素
徒
末
奉
玉
皇
」
を
詠
出
し
た
の
で

は
な
い
か
。

道
真
は
、
自
牡
丹
を
詠
む
詩
も
残
し
て
い
る
。
讃
岐
で
詠
ん
だ
次
の

一
首
で
あ
る
。
法
花
寺
白
牡
丹
　
　
　
　
　
　
（『菅
家
文
草
』
巻
四
。
二
五
七
）

色
即
震
貞
白
　
　
色
即
ち
貞
白
震
る
も

名
猶
喚
牡
丹
　
　
名
猶
牡
丹
と
喚
ぶ

嫌
随
凡
草
種
　
　
嫌
ふ
は
　
凡
草
に
随
ひ
て
種
え
ら
る
る
こ
と

好
向
法
華
看
　
　
好
む
は
　
法
華
に
向
か
ひ
て
看
る
こ
と

在
地
軽
雲
縮
　
　
地
に
あ
り
て
　
軽
雲
縮
ま
り

非
時
小
雪
寒
　
　
時
に
非
ず
し
て
　
小
雪
寒
し

続
叢
作
何
念
　
　
叢
を
続
り
て
何
の
念
か
作
す

清
浄
篤
心
肝
　
　
清
浄
心
肝
に
篤
ぐ

第

一
、
二
句
は
、
「色
は
真

っ
自
で
あ

っ
て
も
、
名
前
は
牡
丹
と
言
う
」

と
い
う
意
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
先
に
あ
げ
た
自
居
易
の
二
首

の

「
白
牡
丹
」
詩
の

「剌
判
人
不
顧
、
州
劃
州
川
綱
」
「劇
相
冷
漕
無

人
愛
、
亦
占
芳
名
道
牡
丹
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
焼
山
廣
志
氏

に
よ
れ
ば
、
右
の
道
真
の
詩
は
、
地
方
に
左
遷
さ
れ
た
道
真
が
、
自
居

易
の
自
牡
丹
詩
を
踏
ま
え
て
、
冷
遇
さ
れ
た
白
牡
丹
を
身
に
重
ね
、
憤

意
を
訴
え
た
作
品
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
道
真
の
詩
は
、
自
居
易
の
二

首
と
異
な

っ
て
、
「
顧
み
る
人
が
い
な
い
」
と
い
う
世
間
の
自
牡
丹
に

対
す
る
偏
見
な
ど
に
は
全
く
触
れ
て
お
ら
ず
、　
一
首
は
率
直
に
自
牡
丹

を
賛
美
す
る
情
が
温
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
の
自
牡
丹
は
、
久
保
田
淳
氏

が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「働
き
盛
り
を
讃
岐
守
と
し
て
地
方
生
活
を

送

っ
た
望
郷
の
日
々
に
道
真
の
心
を
慰
め
た
花
」
で
あ
ろ
う
。

道
真
の

「法
花
寺
白
牡
丹
」
の
三
、
四
句
は
、
花
の
立
場
と
な

っ
て
、

「嫌
ふ
は
凡
草
に
随
ひ
て
種
え
ら
る
る
こ
と
、
好
む
は
法
華
に
向
か
ひ

て
看
る
こ
と
」
と
詠
み
、
ま
た
結
句
に
は

「清
浄
」
と
あ
り
、
白
牡
丹

は
清
浄
の
仏
地
に
非
常
に
相
応
し
い
花
だ
と
讃
美
し
て
い
る
。

寺
院
に
牡
丹
を
植
え
る
の
は
、
唐
の
習
慣
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
唐
代
の
書
物
に
は
、

慈
恩
寺
牡
丹
　
　
　
　
　
　
　
（唐

・
康
餅

『劇
談
録
』
巻
下
）

京
国
花
斉
之
晨
。
尤
以
二
牡
丹
・鶯
レ
上
。
至
レ
干
二佛
宇
道
観
す
遊

覧
者
牢
不
二
経
歴
「

京
師
尚
牡
丹
　
　
　
　
　
　
　
　
（唐

・
李
肇

『国
史
補
』
巻
中
）

長
安
貴
遊
尚
二
牡
丹
「
三
十
餘
年
臭
。
毎
春
暮
。
車
馬
若
レ
狂
。

以
レ
不
二耽
翫
一鶯
レ
恥
。
金
吾
舗
官
園
外
寺
観
。
種
以
求
島
鸞

な
ど
の
よ
う
に
、
当
時
の
長
安
の
寺
院
と
牡
丹
と
の
関
連
を
記
録
し
た

も
の
が
い
く

つ
も
あ
る
。
唐
詩
に
も
、
次
に
挙
げ
る
い
く

つ
か
の
詩
の

よ
う
に
、
詩
題
に

〈寺
名
＋
牡
丹
〉
と
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
詩
句
の

中
で
も

〈仏
地
に
牡
丹
〉
と
い
う
こ
と
を
詠
み
込
ん
で
い
る
も
の
が
多

い
。



和
二
李
中
丞
慈
恩
寺
清
上
人
院
牡
丹
花
歌
・　
櫂
徳
輿

「
全
唐
詩
』
巻
三
二
七
）

秀
を
櫂
ん
で
　
全
く
珠
樹
林
に
勝
る

根
を
結
び
て
　
幸
ひ
青
蓮
域
に
在
り

元
積
　
　
　
　
　
　
　
（『全
唐
詩
』
巻
四
一
一
）

花
は
琉
璃
地
上
に
生
ひ

光
風
舷
韓
す
　
紫
雲
英

天
女
の
盤
中
に
見
し
よ
り

直
だ
今
朝
に
至
り
て
　
眼
更
に
明
ら
か
な

り

僧
院
牡
丹
　
陳
標
　
　
　
　
　
　
　
　
（『全
唐
詩
』
巻
五
〇
八
）

琉
璃
地
上
開
紅
艶
　
　
琉
璃
地
上
　
紅
艶
開
き

碧
落
天
頭
散
暁
霞
　
　
碧
落
天
頭
　
暁
霞
散
る

應
是
向
西
無
地
種
　
　
應
に
西
に
地
の
種
う
る
無
か
る
べ
し

不
然
争
肯
重
蓮
花
　
　
然
ら
ざ
れ
ば
　
争
か
肯

へ
て
蓮
花
を
重
ん

ぜ
ん

杭
州
開
元
寺
牡
丹
　
張
砧
　
　
　
　
（『全
唐
詩
』
巻
五

一
こ

風
流
卸
是
錢
塘
寺
　
　
風
流
な
る
は
　
却
り
て
是
れ
錢
塘
寺

不
踏
紅
塵
見
牡
丹
　
　
紅
塵
を
踏
ま
ず
し
て
牡
丹
を
見
る

元
積
詩
中
の

「光
風
舷
韓
紫
雲
英
」
や
陳
標
詩
中
の

「琉
璃
地
上
開
紅

艶
」
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
や
は
り
紅
牡
丹
や
紫
牡
丹
を
詠
ん
だ

も
の
が
多

い
。
「寺
院

に
自
牡
丹
」
を
詠
む
も
の
は
、
晩
唐
呉
融

の

「僧
合
白
牡
丹
二
首
」
「
全
唐
詩
』
巻
六
八
工Ｃ

の
み
で
あ
る
。
呉
融
の

没
年

（九
〇

一
～
九
〇
四
の
間
）
は
、
道
真
の
没
年

（九
〇
二
）
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
た
め
に
、
道
真
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
る
の
に
は
無
理

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
で
は
、
寺
院
に
植
え
た
牡
丹
を
詠
む
詩
に

お
い
て
も
、
白
は
や
は
り
少
数
派
で
あ

っ
た
。

道
真
の

「法
花
寺
白
牡
丹
」
詩
の
内
容
は
、
牡
丹
の
詩
よ
り
も
、
白

居
易
が
江
州
に
左
遷
さ
れ
た
時
に
詠
ん
だ
次
の
詩
と
酷
似
す
る
。

澪
陽
三
題
井
序

慮
山
多
二
桂
樹
♪
温
浦
多
二
修
竹
ヽ
東
林
寺
有
二
白
蓮
花
ヽ
皆
植
物

之
貞
勁
秀
異
者
、
雖
二
宮
圃
省
寺
中
ヽ
未
二
必
能
尽
有
「
夫
物
以
レ

多
篤
レ
賤
、
故
南
方
人
不
・二貴
二
重
之
ヽ
至
有
下
蒸
二
暴
其
桂
ヽ
剪
二
棄

其
竹
ヽ
自
二
眼
於
蓮
花

・者
´
予
惜
・■
（不
レ
生
二
於
北
土

一也
、
因

賦
≡

一題
・以
噌
レ
之
。

東
林
寺
白
蓮
詩
　
　
　
　
　
　
　
　
（『白
氏
文
集
』
○
〇
六
一こ

東
林
北
塘
水
　
　
東
林
　
北
塘
の
水

湛
湛
見
底
清
　
　
湛
湛
と
し
て
　
底
清
き
を
見
る

中
生
白
芙
蓉
　
　
中
に
自
芙
蓉
生
ひ
て

茜
曹
三
百
菫
　
　
茜
酉
　
一二
百
菫

白
日
登
光
彩
　
　
自
日
　
光
彩
を
嚢
し

清
驚
散
芳
馨
　
　
清
腱
　
芳
馨
を
散
ず

洩
香
銀
嚢
破
　
　
香
を
洩
し
て
　
銀
嚢
破
れ

潟
露
玉
盤
傾
　
　
露
を
潟
ぎ
て
　
玉
盤
傾
く

我
懸
塵
垢
眼
　
　
我
は
懸
づ
　
塵
垢
の
眼

見
此
瑣
瑶
英
　
　
此
の
瑣
璃
の
英
を
見
る
こ
と
を

櫂
秀
全
勝
珠
樹
林

結
根
幸
在
青
蓮
域

西
明
寺
牡
丹

花
向
琉
璃
地
上
生

光
風
舷
韓
紫
雲
英

自
徒
天
女
盤
中
見

直
至
今
朝
眼
更
明



乃
知
紅
蓮
花
　
　
乃
ち
知
る
　
紅
蓮
花

虚
得
清
浄
名
　
　
虚
し
く
清
浄
の
名
を
得
た
る
を

夏
善
敷
未
歌
　
　
夏
専
　
敷
い
て
未
だ
歌
き
ず

秋
房
結
綾
成
　
　
秋
房
　
結
り
て
綾
か
に
成
る

夜
深
衆
僧
寝
　
　
夜
深
け
て
　
衆
僧
寝
た
り

獨
起
続
池
行
　
　
獨
り
起
き
て
　
池
を
続
り
て
行
く

欲
収

一
顆
子
　
　
欲
す
る
は

一
顆
の
子
を
収
め

寄
向
長
安
城
　
　
長
安
城
に
寄
せ
ん
こ
と

但
恐
出
山
去
　
　
但
だ
恐
る
は
　
山
を
出
で
去
り
て

人
間
種
不
生
　
　
人
間
に
種
う
も
生
え
ざ
ら
ん
こ
と

両
者
は
、
「法
花
寺
白
牡
丹
」
＝

「東
林
寺
白
蓮
」
と
い
う
詩
題
の
構

造
の
類
似
、
そ
し
て

「清
浄
」
。
「続
池
」
＝

「続
叢
」
な
ど
、
い
く

つ

か
の
表
現
の
類
似
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
道
真
詩
の

「嫌
随
凡
草
種
」
と

自
詩
の

「
但
恐
出
山
去
、
人
間
種
不
生
」
の
よ
う
に
、
両
者
は
、
と
も

に
白
い
花
の
脱
俗
性
に
注
目
し
て
お
り
、
特
に
、
赴
任
先
の
仏
寺
で
思

い
が
け
な
く
白
花
に
出
会

っ
て
、
そ
の
あ
ま
り
に
も
清
浄
で
美
し
い
姿

に
、
は
っ
と
魅
了
さ
れ
、
心
が
洗
わ
れ
た
、
と
い
う
趣
旨
が
酷
似
し
て

い
る
。
両
者
に
影
響
関
係
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

仏
教
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
に
よ
る
も
の
か
、
自
居
易
の
自
蓮
に

対
す
る
愛
情
は
、
自
牡
丹
な
ど
の
他
の
自
花
よ
り
遥
か
に
強
い
。
こ
の

東
林
寺
の
自
蓮
と
の
出
会
い
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
、
白
蓮
を
こ
よ
な

く
愛
す
る
よ
う
に
な
り
、
後
に
江
南
の
自
蓮
を
洛
陽
の
自
宅
に
移
し
植

え
、
日
々
賞
翫
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
居
易
は
こ
こ
で
も
、

「自
牡
丹
」
（○
〇
三

こ

と
同
様
に
、
序
に
世
間
が
自
蓮
を
冷
た
い
目

で
見
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
も
、
「
乃
知
紅
蓮
花
　
虚
得
清
浄

名
」
と
い
う
よ
う
に
、
自
分
も
こ
の
自
蓮
と
出
会
う
ま
で
は
世
間
と
同

じ
考
え
で
あ

っ
た
と
詠

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「紅
」
と
の
対
比
を
通

し
て
、
人
に
あ
ま
り
好
ま
れ
な
い

「
自
」
の
清
浄
な
美
し
さ
を
詠

っ
て

い
る
。
道
真
は
異
な
る
。
自
居
易
の
詩
で
は
、
「白
蓮
」
も

「白
牡
丹
」
と

同
じ
よ
う
に
、
紅
色
の
花
と
比
べ
れ
ば
価
値
の
低
い
も
の
と
さ
れ
る
と

い
う
世
間

一
般
の
認
識
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
道
真
は
、

そ
れ
を
問
題
に
せ
ず
、
直
裁
に
自
い
花
を
賛
美
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
道
真
の
白
梅
と
自
牡
丹
の
詩
を
見
て
き
た
。
特
に
注
目
す
べ

き
は
、
自
居
易
の
白
牡
丹

・
自
蓮
の
詩
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
そ
こ
に

は
、
白
詩
に
必
ず
出
て
く
る
、
世
間
の
自
花
軽
視
に
対
す
る
批
判
や

紅

。
紫
の
花
が
好
ま
れ
る
こ
と
に
関
す
る
措
辞
は
ま

っ
た
く
見
ら
れ
ず
、

率
直
に
自
花
に
対
す
る
讃
美
を
詠
出
し
て
い
る
も
の
ば
か
り
だ

っ
た
こ

と
で
あ
る
。
日
本
に
唐
と
同
じ
認
識
が
存
在
し
な
か

っ
た
こ
と
を
反
映

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

〓
一　
自
菊

同
じ
こ
と
は
、
自
菊
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

先
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
道
真
は
概
し
て
白
い
花
を
好
む
の
だ
が
、

特
に
、
白
菊
に
対
す
る
好
尚
が

一
層
際
だ

っ
て
い
る
。
道
真
と
自
菊
に

つ
い
て
は
、
冒
頭
に
引
用
し
た
幸
田
露
伴
の
文
を
は
じ
め
、
先
行
研
究



で
触
れ
ら
れ
た
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
い
ま

一
度
そ
の
愛
好
ぶ
り
を

概
観
し
て
み
よ
う
。

題
二
白
菊
花
・　
去
春
、
天
台
明
上
人
分
二
寄
種
苗
一

翁
菅
家
文
草
』
巻
二
。
一
二
五
）

寒
叢
養
得
小
儒
家
　
　
寒
叢
　
小
儒
の
家
に
養
ひ
得

過
雨
宜
看
亜
自
沙
　
　
雨
過
ぎ
て
看
る
に
宜
し
　
自
沙
に
亜
る
る

は

本
是
天
台
山
上
種
　
　
本
は
是
れ
　
天
台
山
上
の
種

今
篤
吏
部
侍
郎
花
　
　
今
は
　
吏
部
侍
郎
の
花
篤
り

右
の
詩
の
題
注
に

「去
春
天
台
明
上
人
分
寄
二
種
苗
こ

と
あ
る
よ
う

に
、
道
真
は
、
天
台
山

（比
叡
山
）
の
上
人
か
ら
白
菊
の
種
を
譲
り
受

け
、
自
分
の
庭
に
植
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
天
台
の
寺
院
で
も
、

自
菊
が
珍
重
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
天
台
ゆ
か
り
の
自
菊
は
、
そ
の

後
の
道
真
の
詩
に
何
度
も
登
場
す
る
。
「
題
白
菊
花
」
貧

二
五
）
の
次

に
配
列
さ
れ
て
い
る
次
の
詩
は
、

同
二
諸
才
子

一九
月
二
十
日
自
菊
叢
邊
命
レ
飲
　
同
勒
二
虚
餘

魚
一各
加
二
小
序
・不
ラ
過
五
十
字
一
翁
菅
家
文
草
』
巻
二
。
一
二
六
）

白
菊
生
於
我
室
虚
　
　
白
菊
　
我
室
の
虚
に
生
ひ

残
秋

一
夕
又
閑
餘
　
　
残
秋

一
夕
　
又
閑
餘
な
り

浅
深
淵
酢
花
鯛
下
　
　
湊
く
深
く
淵
酔
す
　
花
の
鯉
の
下

取
架
何
求
在
藻
魚
　
　
柴
を
取
る
に
何
ぞ
藻
魚
に
在
る
を
求
め
ん

や

一
句
目

「白
菊
生
於
我
室
虚
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
詩
宴
は
、
道

真
の
自
宅
の
庭
に
植
え
ら
れ
た
白
菊
を
囲
ん
で
行
わ
れ
た
と
分
か
る
。

ま
た
、
自
宅
の
庭
を
詠
ん
だ
次
の
、

夏
日
四
絶

・
沙
庭
　
　
　
　
　
（『菅
家
文
草
』
巻
二
。
一
八
一
し

分
合
家
中
三
運
斜
　
　
分
合
ひ
て
　
家
中
三
選
斜
め
な
る
も

自
慈
明
後
満
庭
沙
　
　
自
ら
懸
づ
　
明
る
さ
の
満
庭
の
沙
に
後
れ

た
る
を

不
須
詩
酒
末
喧
賠
　
　
須
ゐ
ず
詩
酒
爽
り
て
喧
賠
す
る
を

鶯
是
我
開
白
菊
華
　
　
是
れ
我
れ
は
自
菊
華
を
開
か
し
む
る
篤
な

と
い
う
詩
で
も
、
道
真
は
、
こ
の
白
菊
を
誇
り
に
思
う
気
持
を
詠
み
込

ん
で
い
る
。

讃
岐
守

の
時
代

に
詠
ん
だ

「寄
白
菊
四
十
韻
」
「
菅
家
文
草
』
巻

四
。
二
六
九
）
に
は
、
「予
篤
二
吏
部
侍
郎

一之
日
、
天
台
明
公
寄
二
是
花

種

こ

と
あ
り
、
客
居
し
て
い
て
も
、
京
の
自
宅
に
あ
る
白
菊
に
思
い

を
寄
せ
て
い
た
ほ
ど
で
あ

っ
た
。

讃
岐
か
ら
帰
京
後
も
、
「感
二
白
菊
花
ヽ
奉
Ｌ
三
二
尚
書
平
右
丞

こ

翁
菅
家
文
草
』
巻
四

・
三
三

こ

の
詩
に
、
「
不
見
花
末

一
二
年
」
と
い

う
よ
う
に
、
自
宅
の
自
菊
と
別
れ
た
期
間
の
思
い
を
詠
み
、
そ
し
て
自

注
に

「
予
篤
二
博
士
ヽ
毎
年
季
秋
、
大
學
諸
生
、
賞
二
翫
此
花
置

「
到
レ

州
三
年
、
成
二
五
言
韻
詩
ヽ
寄
二
此
花
ヽ
以
引
二客
中
之
幽
憤
置

と
あ
る

よ
う
に
、
こ
の
自
菊
に
ま

つ
わ
る
様
々
な
思
い
出
を
綴

っ
て
い
る
。

太
宰
府
に
左
遷
さ
れ
た
後
も
、
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秋
晩
題
二
自
菊
一　
　
　
　
　
　
　
　
（『菅
家
後
集
』
五
〇
五
）

涼
秋
月
蓋
早
霜
初
　
　
一保
秋
　
月
墨
き
て
　
早
霜
の
初
め

残
菊
白
花
雪
不
如
　
　
残
菊
の
自
花
　
雪
も
如
か
ず

老
眼
愁
看
何
妄
想
　
　
老
眼
愁

へ
て
看
る
　
何
を
か
妄
想
せ
ん

王
弘
酒
使
便
留
居
　
　
王
弘
酒
使
　
便
ち
留
め
て
居
ら
し
め
ん

と
い
う
詩
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
詩
に
つ
い
て
、
佐
藤
信

一
氏
は

「
…

「妄
想
」
も
…

「残
菊
白
花
」
の
方
に
も
か
か
る
も
の
な
の
で
は
な
い

か
。
残
菊
と
す
れ
ば
紅
に
な
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
道
真
の

「
眼
」
に
は
実
際
の
色
は
と
も
か
く
、
あ
る
べ
き
色
と
し
て

「自
花
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
」
と
指
摘
す
る
。
こ
の

時
、
道
真
の
脳
裡
に
は
、
き

っ
と
平
安
京
宣
風
坊
の
自
宅
に
あ

っ
た
あ

の
白
菊
の
姿
が
浮
か
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。

道
真
は
、
前
節
で
も
引
用
し
た
、
自
菊
を
詠
ん
だ
和
歌
も
残
し
て
い

Ｚつ
。

お
な
じ
御
時
せ
ら
れ
け
る
菊
合
に
、
洲
浜
を

つ
く
り
て
、
菊

の
花
植
ゑ
た
り
け
る
に
く
わ
へ
た
る
歌
、
吹
上
の
浜
の
か
た

に
菊
う
ゑ
た
り
け
る
に
詠
め
る

秋
風
の
吹
き
あ
げ
に
た
て
る
自
菊
は
花
か
あ
ら
ぬ
か
波
の
寄
す
る

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『古
今
集
』
秋
下

・
二
七
三
）

こ
れ
は
宇
多
天
皇
が
主
催
し
た
所
謂

「寛
平
御
時
菊
合
」
の
際
に
、
砂

浜
に
添
え
た
歌
で
あ
る
。
白
菊
は
、
宮
廷
で
も
珍
重
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
以
上
、
道
真
の
自
菊
を
詠
ん
だ
詩
歌
を
見
て
き
た
。
次
に
、
唐
詩
と

比

べ
て
み
た

い
。
「
寄

四
十
韻
白
菊
」
詩

の
冒
頭
部
分

で
は
、
「
自
菊

園
」
の
あ
る
平
安
京

の
自
宅

の
立
地
や
自
菊

の
由
緒
な
ど
が
詠
ま
れ
て

い
る
。遠

隔
蒼
波
路
　
　
土還
く
隔

つ
　
蒼
波

の
路

邊
思
白
菊
園
　
　
遥
か
に
思
ふ
　
白
菊
の
園

東
京
蝸
舎
宅
　
　
東
京
　
蝸
舎
の
宅

西
向
雀
羅
門
　
　
西
に
向
か
ふ
　
雀
羅
の
門

小
堰
斜
嘗
戸
　
　
小
堰
　
斜
め
に
し
て
戸
に
富
た
り

疎
欄
正
逼
軒
　
　
疎
欄
　
正
に
軒
に
逼
ま
る

無
池
蓮
本
鋏
　
　
池
無
け
れ
ば
　
蓮
本
よ
り
快
き

有
畝
竹
途
繁
　
　
畝
有
り
て
　
竹
途

繁
し

擬
檀
孤
叢
美
　
　
孤
叢
の
美
を
檀
に
せ
ん
と
擬
せ
ば

先
芸
庶
草
蕃
　
　
先
づ
庶
草
の
蕃
き
を
芸
れ
り

苗
徒
台
嶺
得
　
　
一日
は
台
嶺
よ
り
得
た
り

種
在
侍
郎
存
　
　
種
は
侍
郎
に
在
り
て
存
す

傍
線
部
分
で
は
、
自
菊
の

「
孤
叢
」
の
美
を
引
き
立
て
る
た
め
に
先
ず

周
り
の
雑
草
を
刈
り
取

っ
た
と
詠
ん
で
お
り
、
自
菊

へ
の
愛
惜
が
窺
え

る
。
「
孤
叢
」
と
い
う
表
現
は
、
自
居
易
の

重
陽
席
上
賦
二
白
菊
・　
自
居
易

　

（『白
氏
文
集
』
二
七
七
四
）

満
園
花
菊
鬱
金
黄
　
　
満
園
の
花
菊
　
鬱
金
の
黄

中
有
孤
叢
色
似
霜
　
　
中
に
孤
叢
有
り
て
　
色
霜
に
似
た
り

還
似
今
朝
歌
酒
席
　
　
ヨ建
た
似
た
り
　
今
朝
の
歌
酒
の
席

白
頭
翁
入
少
年
場
　
　
自
頭
の
翁
　
少
年
の
場
に
入
り
し
に



と
い
う
詩
を
踏
ま
え
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
白
居
易
の
詩
で
は
、

白
菊
は

「満
座
の
少
年
の
中
に
、
た

っ
た

一
人
の
自
髪
の
老
人
―
作
者

自
身
」
に
喩
え
ら
れ
、
そ
れ
は
賛
美
さ
れ
る
対
象
と
し
て
で
は
な
く
、

白
居
易
が
自
分
の
初
老
の
姿

へ
の
自
嘲
を
詠
み
込
ん
だ
、

マ
イ
ナ
ス
の

効
果
を
持

つ
モ
チ
ー
フ
と
な

っ
て
い
る
と
言
え
る
。
両
者
の
白
菊
の

「孤
叢
」
に
寄
せ
た
心
情
と
趣
は
正
反
対
な
も
の
で
あ

っ
た
。
白
居
易

の
自
菊
を
詠
ん
だ
詩
は
、
こ
の

一
首
の
み
で
あ
り
、
彼
は
、
自
牡
丹
と

同
じ
よ
う
に
、
白
菊
も
好
ま
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

同
じ
白
詩
圏
の
詩
人
劉
萬
錫
の

「和
天
「
狐
相
公
翫
二
白
菊

己

（『全

唐
詩
』
巻
三
六
二
）
に
お
い
て
も
、

家
家
菊
蓋
黄
　
　
家
家
　
菊
蓋

く
黄
な
る
に

梁
國
獨
如
霜
　
　
梁
國
　
獨
り
霜
の
如
し

と
あ
り
、
白
居
易
の
詩
と
同
じ
よ
う
に
、
自
菊
が
黄
菊
と
比
べ
て
稀
な

存
在
で
あ
る
こ
と
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
詩
題
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
右

の
詩
は

「令
狐
相
公
」

つ
ま
り
、
同
じ
白
詩
圏
の
詩
人
令
狐
楚
に
唱
和

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
劉
萬
錫
に
は
、
同
じ
令
狐
楚
と
白
菊
に
関
す
る

詩
が
も
う

一
首
あ
る
。

酬
二
令
狐
相
公
庭
前
白
菊
花
謝
偶
書
レ
所
レ
懐
見
，寄
　
劉
萬
錫

翁
全
唐
詩
』
巻
二
五
八
）

敷
叢
如
雪
色
　
　
敷
叢
　
雪
色
の
如
し

一
旦
冒
霜
開
　
　
一
日
一　
霜
を
冒
し
て
開
く

寒
薬
差
池
落
　
　
寒
薬
　
差
池
と
し
て
落
ち

清
香
断
績
末
　
　
清
香
　
断
績
と
し
て
末
る

こ
の
詩
の
題
に
よ
れ
ば
、
令
狐
楚
の
邸
宅
の
庭
先
に
自
菊
が
植
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

和
二
汁
州
令
狐
相
公
白
菊

一　
楊
巨
源

翁
全
唐
詩
』
巻
八
八
三
・
補
遺
二
）

兎
園
春
欲
蓋
　
　
兎
園
　
春
蓋
き
ん
と
欲
し

別
有

一
叢
芳
　
　
別
に

一
叢
の
芳
有
り

直
似
窮
陰
雪
　
　
直
だ
似
た
る
は
　
窮
陰
の
雪

全
軽
向
暁
霜
　
　
全
く
軽
ん
ず
る
は
　
向
暁
の
霜

と
い
う
楊
巨
源
の

一
首
は
、
劉
高
錫
の

一
首
日
と
同
題
で
あ
り
、
と
も

に
令
狐
楚
の
詩
に
和
し
た
も
の
で
あ
る
。
令
狐
楚
の
原
詩
は

『
全
唐

詩
』
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
以
上
の
数
首
を
見
れ
ば
、
令
狐
楚
は

白
菊
の
愛
好
家
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
劉
萬
錫
の
詩
に

「
家
家
菊
蓋
黄
、
梁
國
獨
如
霜
」
と
あ

る
よ
う
に
、
令
狐
楚
の
よ
う
に
自
菊
を
好
む
人
は
、
ご
く
少
数
で
あ

っ

た
よ
う
で
あ
る
。
後
に
徐
鉱
が
令
狐
楚
の
曽
孫
に
贈

っ
た
次
の
詩
に
も
、

贈
二
泰
州
嫁
令
狐
克
己
・
（文
公
曾
孫
）
「
全
唐
詩
』
巻
七
五
四
）

孤
芳
自
愛
凌
霜
虎
　
　
孤
芳
自
ら
愛
む
　
霜
を
凌
ぐ
虎

詠
取
文
公
白
菊
詩
　
　
文
公
の
自
菊
詩
を
詠
取
す

と
あ
り
、
白
菊
を
好
む
令
狐
楚
が

「孤
芳
自
愛
」

つ
ま
り

一
般
の
人
と

異
な
る
趣
味
の
持
ち
主
だ
と
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
唐
で
は
、
白
菊
は
自
牡
丹
と
同
じ
よ
う
に
、
世
間

で
は
冷
遇
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
次
の
、

白
菊
　
許
棠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『全
唐
詩
』
巻
六
〇
四
）
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嚢
在
林
彫
後
　
　
嚢
く
は
　
林
の
彫
ぼ
む
後
に
在
り

繁
富
露
冷
時
　
　
繁
げ
る
は
　
露
冷
や
か
な
る
時
に
富
た
る

人
間
稀
有
此
　
　
人
間
に
稀
に
此
れ
有
り

自
古
乃
無
詩
　
　
古
よ
り
乃
ち
詩
無
し

と
い
う
詩
に
も
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
白
菊
を
賛
美
す
る
作
品
は
、

ご
く
少
な
い
。
そ
し
て
、
自
菊
の
愛
好
家
も
、
令
狐
楚
の
ほ
か
に
は
、

晩
唐
の
陸
範
蒙
し
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
唐
の
状
況
と
比
べ
れ
ば
、
道
真
の
白
菊
に
対
す
る
好
尚
は

一

層
格
別
に
思
わ
れ
る
。
自
花
の
中
で
自
菊
を
最
も
愛
す
る
の
は
、
令
狐

楚
な
ど
唐
で
は
少
数
派
で
あ

っ
た
詩
人
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
日
本
独
特
の
自
色
好
尚
の
伝

統
の
中
で
培

っ
た
感
性
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
た
ほ
う
が
自
然

で
は
な
い
か
。
先
の
道
真
の
詩
歌
の
中
に
も
、
自
菊
は
宮
中
や
天
台
寺

院
に
珍
重
さ
れ
て
い
た
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。
『古
今
和
歌
集
』
の
菊

も
自
菊
で
あ

っ
た
。

唐
に
お
い
て
白
菊
よ
り
黄
菊
の
ほ
う
が
好
ま
れ
る
理
由
は
ま
ず
、
言

う
ま
で
も
な
く

『
漢
書
』
「律
暦
志
」
に
、

黄
者
、
中
之
色
、
君
之
服
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
二
十

こ

と
あ
る
よ
う
に
、
黄
色
は
国
土
の
色
で
あ
り
、
天
子
の
服
色
で
あ
り
、

最
も
高
貴
な
色
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
唐
で
自
菊
が
好
ま
れ
な

い
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
自
菊
を
よ
り
好
ん
で
い
た
理
由
を
、
も
う

一
つ
指
摘
で
き
る
。
先
に
挙
げ
た
許
棠
の

「
登
在
林
彫
後
　
繁
富
露
冷

時
」
や
、
次
の
、

和
二
陸
魯
望
白
菊
一　
司
馬
都
　
　
　
（『全
唐
詩
』
巻
六
〇
〇
）

恥
共
金
英

一
例
開
　
　
恥
づ
　
金
英
と
共
に

一
例
に
開
く
を

素
芳
須
待
早
霜
催
　
　
素
芳
　
須
く
待

つ
べ
し
　
早
霜
の
催
す
を

な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
白
菊
は
黄
菊
と
比
べ
て
開
花
期
が
だ
い
ぶ
遅
れ

る
よ
う
で
あ
る
。
お
よ
そ
自
菊
は
重
陽
節
に
は
ま
だ
咲
か
な
い
で
あ
ろ

う
。
中
国
で
は
、
重
陽
の
日
に
菊
を
賞
翫
す
る
習
慣
が
あ
り
、
重
陽
を

過
ぎ
た
翌
日
に
な
れ
ば
、
菊
は

「残
菊
」
と
称
さ
れ
、
賞
翫
の
対
象
か

ら
外
れ
る
。
重
陽
に
咲
く
の
に
間
に
合
わ
な
い
白
菊
が
冷
遇
さ
れ
る
の

も
無
理
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、
重
陽
と
菊
花
の
結
び
付

き
が
唐
ほ
ど
緊
密

で
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
日
本
独
創
の

「惜
秋
」
と
い
う
言
葉
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
秋
が
暮
れ
れ
ば
暮
れ
る

ほ
ど
、
「残
菊
」
を
賞
翫
す
る
の
で
あ

っ
た
。
故
に
遅
く
咲
く
自
菊
が

よ
り
好
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
道
真
の

「残
菊
」
と
唐
の

「残
菊
」
の

相
違
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

四
　
結
び

以
上
、
菅
原
道
真
の
白
い
花
を
詠
む
作
品
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ

れ
ら
の
作
品
と
唐
詩
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
道
真
は
、
唐
で
は

あ
ま
り
好
ま
れ
な
か

っ
た
白
牡
丹
や
白
菊
な
ど
の
白
い
花
を
、
非
常
に

好
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
特
に
、
道
真
は
自
居
易
の
詩

の
表
現
を
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
白
詩
に
表
れ
る
唐
に
お
け
る
白
色
劣

位
の
傾
向
と
は
反
対
に
、
自
色
優
位
の
志
向
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
個
人
の
好
み
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
よ
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り
は
、
比
喩
表
現
に
自
い
モ
チ
ー
フ
が
多
用
さ
れ
る
こ
と
と
と
も
に
、

主
に
日
本
独
自

の
白
色
好
尚

の
中

で
育

っ
た
感
性

に
よ

っ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
漢
詩
を
考
え
る
場
合
、
中
国

の
詩
に
典
拠
を
求

め
る
こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
こ
に
大
い
に
存
在
す
る
日
本
独
特

の
要
素
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注（１
）伊
原
昭

「歌
に
あ
ら
わ
れ
た
自
色
の
優
位
に
つ
い
て
―
上
代
の
歌
を
中
心

に
―
」
。
同

「白
波
」
「
色
彩
と
文
学
―
古
典
和
歌
を
し
ら
べ
て
―
』
桜
楓

社
、　
一
九
五
九
年
十
二
月
）

（２
）
長
谷
川
哲
夫

「「見
立
て
」
考

（
そ
の
２
と

（東
洋
大
学

『文
学
論
藻
』

六
四
、　
一
九
九
〇
年
二
月
）

（３
）
和
歌
に
お
け
る

「白
い
も
の
の
環
」
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
論
考
は
、
藤

原
克
己

「
古
今
集
歌
の
日
本
的
特
質
と
六
朝

・
唐
詩
」
翁
文
学
』
五
三
―

一
二
、　
一
九
八
五
年
十
二
月
）、
鈴
木
宏
子

天
雪
と
花
の
見
立
て
〉
考
」

「
古
今
和
歌
集
表
現
論
』
第

一
章
、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
、　
一

九
八
七
年
初
出
）
、
渡
辺
秀
夫

「自
の
イ
メ
ー
ジ
の
環
」
「
詩
歌
の
森
　
日

本
語
の
イ
メ
ー
ジ
』
大
修
館
書
店
、　
一
九
九
五
年
五
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（４
）糸
賀
き
み
江

「雪
月
花
―
万
葉

・
古
今

。
新
古
今
の
美
意
識
」
（
日
本
の

美
学
』

一
〇
、　
一
九
八
七
年
五
月
）。
な
お
、
宮
地
敦
子

「
翼
ヨ
月
花
」
の
受

容
」
「
国
語
と
国
文
学
』
五

一
―
八
、　
一
九
七
四
年
八
月
）
に
も
、
同
様
の

指
摘
が
見
ら
れ
る
。

（５
）
拙
稿

「菅
原
道
真
の
比
喩
表
現
と
和
歌
―
日
中
詩
歌
比
較
の
視
角
か
ら

―
」
「
和
漢
比
較
文
学
』
三
二
、
二
〇
〇
四
年
二
月
）

（６
）詳
し
く
は
、
注

（５
）
の
拙
稿
で
論
じ
て
い
る
。

（７
）注

（５
）
参
照
。

（８
）幸
田
露
伴

「梅
と
菊
と
菅
公
と
」
「
露
伴
全
集
』
巻
十
九
、
岩
波
書
店
、

一
九
五

一
年
。　
一
九

一
一
年
初
出
）

（９
）
「剪
白
給
」
と
い
う
表
現
は
、
中
国
六
朝
詩
の

「定
須
還
蒻
繰
、
學
作
雨

三
枝
」
（梁

・
簡
文
帝

「雪
裏
兌
梅
花
詩
し

や

「蒻
練
作
新
梅
」
（北
周

・

宋
慎

「早
春
詩
し

な
ど
の

「蒻
繰
」
（絹
を
切
る
）
と
い
う
表
現
を
受
容
し

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
六
朝
の
詩
で
は
、
絹
の
色
を
詠
ん
で
い
な
い
の
に
対

し
て
、
道
真
の
詩
は

「白
」
の
要
素
が
入
っ
て
い
る

（１０
）
「裂
素
」
は
、
班
捷
好
の

「新
裂
齊
統
素
、
鮮
潔
如
霜
雪
。
裁
鶯
合
歓
扇
、

国
圏
似
明
月
」
翁
怨
詩
し

と
い
う
白
団
扇
を
詠
む
詩
の
表
現
に
由
来
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
詩
に
は

「裁
」
と
い
う
字
も
あ
る
。
道

真
の
も
う

一
首
に
あ
る

「氷
統
寸
哉
」
も
同
じ
発
想
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
。

（Ｈ
）注

（５
）
参
照
。

（‐２
）波
戸
岡
旭

「詠
梅
詩
考
」
「
宮
廷
詩
人
菅
原
道
真
―

『菅
家
文
草
』
。
『菅

家
後
集
』
の
世
界
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
二
月
。　
一
九
九
四
年
初
出
）

に
拠
る
。

（‐３
）
唐
で
は
、
本
稿
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
牡
丹

・
蓮

・
菊
に
関
し
て
は
、

「白
」
よ
り

「紅

・
紫
」
や

「黄
」
を
よ
り
好
む
傾
向
が
あ
る
が
、
白
梅
に

関
し
て
は
、
以
上
の
傾
向
が
見
ら
れ
な
い
。
白
梅
を
詠
む
詩
は
、
杜
甫

「雪

樹
元
同
色
」
翁
江
梅
」
『全
唐
詩
』
巻
二
三
二
）、
韓
愈

「梅
将
雪
共
春
、
彩

艶
不
相
因
」
翁
春
雪
間

（
一
作
映
）
早
梅
」
『全
唐
詩
』
巻
三
四
三
）、
許
渾

「素
艶
雪
凝
樹
、
清
香
風
満
枝
」
つ
聞
辞
先
輩
陪
大
夫
看
早
梅
因
寄
」
『全
唐

詩
』
巻
五
二
九
）
な
ど
、
数
多
く
見
ら
れ
る
。
韓
愈
の

「春
雪
映
早
梅
」
と

い
う
詩
題
は
、
道
真
の

「早
春
侍
宴
仁
壽
殿
同
賦
春
雪
映
早
梅
應
製
」
（六



六
）
に
取
ら
れ
て
い
る
。

（‐４
）
『唐
詩
紀
事
』
巻
四
十

「張
又
新
」
に
、
「
又
新
興
楊
虔
州
善
、
楊
妻
李
、

有
徳
無
容
。
又
新
求
婚
干
楊
日
、
得
美
室
足
実
。
楊
日
、
但
興
我
同
好
、
定

諧
君
心
。
刻
剤
酬
硼
翻
到
冽
綱
創
刊
朝
州
劉
司
日
、
牡
丹

一
柔
直
千
金
、
将
謂

徒
末
色
最
深
、
今
日
蒲
欄
開
似
雪
、　
一
生
事
負
看
花
心
」
と
あ
る
。
張
又
新

は
、
楊
氏
の
妻
李
氏
が
美
徳
の
持
ち
主
だ
と
聞
い
て
、
楊
氏
に
譲

っ
て
も

ら
っ
た
。
し
か
し
、
結
婚
し
た
ら
、
李
氏
の
容
貌
が
醜
か
っ
た
の
で
、
が
っ

か
り
し
て
白
牡
丹
の
詩
を
詠
ん
だ
と
い
う
。
張
又
新
の
創
作
意
図
が
本
来
そ

う
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
出

る
こ
と
は
、
唐
で
は
白
牡
丹
が
好
ま
れ
な
い
実
態
が
あ
る
の
を
反
映
し
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

（‐５
）白
居
易
の

「紅
牡
丹
」
を
詠
ん
だ
詩
は
、
「牡
丹
芳
」
（〇

一
五
二
）、
「西

明
寺
牡
丹
花
時
憶
元
九
」
（〇
二
九
二
）、
「秋
題
牡
丹
叢
」
（〇
四

一
五
）、

「惜
牡
丹
花
二
首
」
（〇
七
四
三
、
〇
七
四
四
）
、
「移
牡
丹
栽
」
２

一
一九
九
）

等
で
あ
る
。

（・６
）白
居
易

「白
牡
丹
」
な
ど
の
詩
に
お
け
る

〈白
〉
の
意
義
に
つ
い
て
、
西

村
富
美
子

「白
居
易
に
お
け
る

《白
》
に
対
す
る
意
識
の
二
重
構
造
―
姓
の

《白
》
及
び
色
彩
の

《白
―
と

Ｇ
愛
知
県
立
大
学
外
国
語
学
部
紀
要

０
百

語

・
文
学
編
と

〓
〓
一、
二
〇
〇

一
年
二
月
）
で
は
、
「白
居
易
の
、
色
彩
の

《白
》
に
対
す
る
意
識
は
、
白
居
易
の
姓
で
あ
る

《白
》
と
、
色
彩
の

《白
》

と
を
結
び
付
け
て
、
両
者
の

《白
》
の
持
つ
価
値
低
き
イ
メ
ー
ジ
に
、
価
値

高
き
評
価
を
与
え
よ
う
と
し
た
、
二
重
構
造
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（‐７
）李
樹
桐

「唐
人
喜
愛
牡
丹
考
」
「
唐
史
新
論
』
台
湾
中
華
書
局
、　
一
九
七

二
年
四
月
）
（原
文
は
中
国
語
）。
な
お
、
金
子
修

一
「牡
丹
偏
愛
―
中
国
牡

丹
狂
時
代
」
『
し
に
か
』

一
九
九
七
年
九
月
号
）
も
李
氏
の
説
を
敷
術
し
て

い

る

。

（
‐８
）
日
本
で
は
当
時
白
色
を
も
っ
と
も
尊
貴
の
服
色
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

注

（１
）
伊
原
昭
氏
の
論
文
に
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（‐９
）焼
山
廣
志

「道
真
の
詩
に
投
影
さ
れ
た

『白
氏
文
集
』
―
道
真
の

『白
氏

文
集
』
か
ら
の
摂
取
態
度
の

一
考
察
―
」
「
国
語
国
文
学
研
究
』
（熊
本
大

学
）

一
四
、　
一
九
七
八
年
十
二
月
）

（２０
）
久
保
田
淳

「牡
丹
」
翁
古
典
歳
時
記
　
柳
は
緑
花
は
紅
』
六
三
頁
～
六
九

頁
、
小
学
館
、　
一
九
八
八
年
九
月
）

（２‐
）白
居
易
と
白
蓮
花
に
つ
い
て
は
、
小
松
英
生

「白
居
易
の
花
の
詩

（五
と

（安
田
女
子
大
学
中
国
文
学
研
究
会

『中
国
学
論
集
』
八
、　
一
九
九
四
年
七

月
）
、
埋
田
重
夫

「白
居
易
詠
花
詩
論
序
説
―
江
州
司
馬
以
前
を
中
心
に
し

て
―
」
「
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
別
冊

（文
学

。
芸
術
編
と

一
〇
、　
一
九
八
四
年
二
月
）、
「白
居
易
詠
花
詩
論
考
―
江
州
司
馬
以
後
を
中

心
に
し
て
―
」
「
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
別
冊

（文
学

。
芸

術
編
と

一
一
、　
一
九
八
五
年

一
月
）、
「白
居
易
に
お
け
る
洛
陽
履
道
里
邸

の
意
義
」
「
中
国
文
学
研
究
』
二
九
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）、
平
野
顕
照

「中
国
古
典
文
学
と
白
蓮
華
」
「
仏
教
大
学
文
学
部
論
集
』
八
五
、
二
〇
〇

一
年
二
月
）
な
ど
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（２２
）道
真
と
白
菊
花
に
つ
い
て
は
、
注

（８
）
の
ほ
か
に
、
本
間
洋

一
「菅
原

道
真
の
菊
の
詩
」
『王
朝
漢
文
学
表
現
論
考
』
五
七
～
八
四
頁

（和
泉
書
院
、

二
〇
〇
二
年
二
月
。　
一
九
八
五
年
初
出
）
、
熊
谷
直
春

「菅
原
道
真
の
庭
」

「
平
安
朝
前
期
文
学
史
の
研
究
』
桜
楓
社
、　
一
九
九
二
年
六
月
）、
波
戸
岡

旭

「
「寄
白
菊
四
十
韻
」
詩
考
」
翁
宮
廷
詩
人
菅
原
道
真
―

『菅
家
文
草
号

『菅
家
後
集
』
の
世
界
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
二
月
。　
一
九
九
六
年
初

出
）
な
ど
の
論
文
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（２３
）
佐
藤
信

一
「菅
原
道
真
―
悲
劇
の
都
落
ち
」
翁
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
六



七
―
二
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）

（２４
）
中
国
詩
に
お
い
て
、
「孤
叢
」
と
い
う
表
現
は
、
管
見
に
よ
っ
て
は
、
白

居
易
の
こ
の
一
首
し
か
な
い
。
道
真
の
詩
に

「孤
叢
」
は
十
例
も
数
え
ら
れ

る
。
道
真
の
詩
に
お
け
る

「孤
叢
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「菅
原
道
真
詩
に

見
ら
れ
る

「孤
叢
」
と
い
う
表
現
を
め
ぐ

っ
て
」
（和
漢
比
較
文
学
会
編

『菅
原
道
真
論
集
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
三
年
二
月
）
に
お
い
て
詳
し
く
論

じ
て
い
る
。

（２５
）
白
居
易
の
詩
に
は
、
「雨
邊
蓬
曽

一
時
白
、
三
虎
菊
花
同
色
黄
」
翁
九
日

宴
集
酔
題
郡
模
兼
呈
周
殷
二
判
官
」
二
二
〇
〇
）
や
、
「霜
蓬
奮
髪
三
分
白
、

露
菊
新
花

一
半
黄
」
翁
九
月
八
日
酬
皇
甫
十
見
贈
」
三
二
八
二
）
な
ど
の
よ

う
に
、
黄
色
い
菊
花
と
白
髪
の
自
分
を
対
照
的
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
例
が
多

い
。
「重
陽
席
上
賦
白
菊
」
の
詩
も
同
じ
発
想
に
よ
る
も
の
と
言
え
る
。

（２６
）本
稿
で
取
り
上
げ
た
例
も
含
め
、
『全
唐
詩
』
に
は
、
白
菊
を
詠
む
詩
は
、

わ
ず
か
二
七
首
で
あ
る
。
中
で
は
、
司
空
国
の

「白
菊
雑
書
四
首
」
（巻
六

一壬
こ

。
「白
菊
三
首
」
（巻
六
三
四
、
二
回
計
六
首
）
と
題
す
る
十
首
の
絶

句
は
、
内
容
的
に
は
述
懐
詩
で
あ
り
、
白
菊
を
直
接
詠
む
も
の
で
は
な
い
。

（２７
）
陸
亀
蒙
に
は
、
「重
憶
白
菊
」
翁
全
唐
詩
』
巻
六
二
四
）
。
「幽
居
有
白
菊

一
叢
因
而
成
詠
呈
知
己
」
（巻
六
二
六
）
。
「憶
白
菊
」
（巻
六
二
八
）
な
ど
の

詩
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
皮
日
休

「奉
和
魯
望
白
菊
」
「
全
唐
詩
』
巻
六

一
四
）
と
鄭
璧

「奉
和
陸
魯
望
白
菊
」
（
全
唐
詩
』
巻
六
三

一
）
な
ど
、
陸

韮
蒙
に
和
し
た
詩
も
あ
る
。

（２８
）
古
今
集
の
白
菊
に
つ
い
て
は
、
小
林
祥
次
郎

「菊
史

（
一
）
―
古
今
集
ま

で
―
」
（群
馬
県
立
女
子
大
学

『国
文
学
研
究
』
三
二
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）

に
拠
る
。
な
お
、
渡
辺
秀
夫

「菊
花
の
イ
メ
ー
ジ
ー
日
本
と
中
国
」
「
し
に

か
』

一
九
九
七
年
九
月
号
）、
深
津
胤
房

『中
国
文
化
と
日
本
文
化
―
黄
菊

と
白
菊
』
（自
費
出
版
、　
一
九
九
七
年
四
月
）
な
ど
の
論
考
で
は
、
中
国
で

菊
と
い
う
と

「黄
菊
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
の
古
典
詩
歌
の
世
界
で
は

菊
と
い
う
と

「白
菊
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（２９
）注

（２８
）
渡
辺
氏
論
文
、
深
津
氏
著
書
に
拠
る
。

（３０
）拙
稿

「菅
原
道
真
詩
文
に
お
け
る

「残
菊
」
を
め
ぐ
っ
て
―
日
中
比
較
の

視
角
か
ら
―
」
（国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

『
日
本
研
究
』
三
二
、

二
〇
〇
六
年
二
月
）

付
記本
稿
は
、
平
成
十
八
年
度
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
総
会

（二
〇
〇
六
年

一
月

十
四
日
於
大
阪
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。

（
こ
う

。
へ
い
へ
い
　
本
学
大
学
院
外
国
人
招

へ
い
研
究
員
）
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